
審議対象期間 　令和７年１月～令和８年３月
抽出案件（合計） ３件 （備考）

審議対象期間について、今回
のみ15か月、次回からは年度
単位の12か月とする。今回の
審議対象期間における再苦情
の申し立ての審議依頼なし。

工　　　事（小計）

令和８年度　第１回
国立大学法人徳島大学・国立大学法人鳴門教育大学

　　入札監視委員会会議事概要

開催日及び場所
　令和８年７月２７日（月）１４：１５～１５：００
　徳島大学本部棟１階　第１会議室Ａ

委　　　　員
委員長　大寺　健司（公認会計士・税理士・行政書士）
委　員　永本　能子（弁護士）　
委　員　青　野　透（徳島文理大学教授）　

２件
一般競争入札（政府調達に関する協定対
象工事）

０件

公募型プロポーザル方式 ０件

一般競争入札（上記工事を除く） ２件

簡易公募型プロポーザル方式 ０件

工事希望型競争入札 ０件
通常指名競争入札 ０件
随意契約 ０件

簡易公募型プロポーザル方式（拡大） １件
標準型プロポーザル方式 ０件
公募型競争入札方式 ０件

設計・コンサルティング業務（小計） １件

委員からの意見・質問、それに対する回答等
意見・質問 回　　　　答

別紙のとおり 別紙のとおり

委員会による意見の具申又は勧告の内容 なし

簡易公募型競争入札方式 ０件
一般競争入札 ０件
随意契約 ０件



別紙

（令和８年度第１回　令和８年７月２７日）

議題１.

委員の互選により、大寺委員が委員長に選出
された。

議題２.

事務局から、資料１及び資料２により入札・
契約手続きの状況について説明を行った。併
せて、徳島県における建設業界の状況、人材
不足や応札者数が減少傾向にある現状につい
て説明を行った。

・「徳島大学（南常三島）総合研究棟（化
学・生物系）改修設計業務」において、見積
回数が６回となっているが、その理由は何
か。

・当該案件はプロポーザル方式であり、技術
提案により特定した事業者と予定価格内とな
るまで見積合わせを行ったため、結果として
見積回数が多くなった。

・監視対象工事の予定価格が250万円超から
400万円超へ変更されたのは、供給力不足等
の影響を踏まえたものか。

・主な理由は物価高騰への対応であり、制度
改正により基準額が引き上げられたものであ
る。

・「鳴門教育大学（南前川）附幼園舎新営設
計業務」において契約の相手方が株式会社綜
企画設計岡山支店となっているが、どのよう
な選定であったのか。

・プロポーザル方式により複数社の技術提案
を評価し、選定した1社と見積合わせを行っ
た結果である。

続いて、抽出案件の審議を行った。

事務局から、資料３に基づき説明を行った。

①徳島大学（蔵本）ライフライン再生Ⅰ（給排水
設備等）工事

意　見　・　質　問 回　答

入札監視委員会委員長の選出について

令和７年１月～令和８年３月に契約した建設
工事及び設計・コンサルティング業務について

【意見等】

＜入札方式等＞
一般競争入札、総合評価落札方式（実績評価型）
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別紙

意　見　・　質　問 回　答
【意見等】

・低入札業者80％以上となった要因は給排水
設備工事という工事内容に関係しているの
か。

・低入札価格調査を実施した結果、継続的な
取引関係のある協力業者の活用や手持ち資
材・機器の利用により経費削減が可能である
との説明を受けた。また、本工事では既設配
管を活用する管更生工法を採用しており、当
該工法に精通した専門業者との関係性等も影
響したものと考えられることから、給排水設
備工事というよりも工事工法の影響と考えら
れる。

事務局から、資料４に基づき説明を行った。

【意見等】

・低入札業者80％以上であり、落札額と他社
の入札金額にも大きな差があるが、その理由
は何か。

・低入札価格調査を実施した結果、解体作業
員が自社社員であること、手持ちの複数工事
との重機・人員の共用が可能であること、廃
棄物運搬を自社で行うこと、処分先が関連会
社であること等によりコスト縮減が可能であ
ることを確認した。金額の差は、以上のよう
な条件の有無が影響したものと考えられる。

事務局から、資料５に基づき説明を行った。

・落札率が99％以上となっているが、その背
景は何か。

・本業務は照明器具のLED化や空調設備部品
の更新に係る設計業務であり、業務内容が比
較的明確であった。また、大学側の積算も公
表されている積算要領に基づくため、事業者
の見積額が予定価格に近い金額となったもの
と考えられる。

② 鳴門教育大学（南前川）附属幼稚園舎ほか取
壊し工事
＜入札方式等＞
一般競争入札、総合評価落札方式（実績評価型）

③ 徳島大学医療ライフライン再生（電気設備
等）設計業務
＜入札方式等＞
一般競争入札
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別紙

意　見　・　質　問 回　答
　審議対象期間（令和７年１月～令和８年３月）につい
ては、特に問題なく適切に処理されているとの審議結果
である旨、本委員会において承認された。

　事務局から、次年度も同時期の開催を予定している旨
連絡した。
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